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V41a TAO望遠鏡建設のためのアタカマ調査 7：Chajnantor山頂に置けるサイ
ト調査
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TAO計画は東京大学天文センターが中心となって進めている赤外望遠鏡計画であり、チリ北部のアタカマサイ
ト、チャナントール山山頂に口径 6.5mの光学赤外線望遠鏡を建設するというものである。
TAOグループではこれまでも、望遠鏡建設予定地の観測条件の調査を精力的に進めて来た。例えば気象環境の
測定 (2003年度春期年会、宮田他)、赤外雲モニタによる雲量調査 (2004年度秋期年会、宮田他)、シーイング測
定 (同、本原他)などである。得られた結果は全て本サイトが赤外観測に非常に適していることを示している。し
かしながら、これら測定は全てチャナントール山周辺、主に標高 5,000mでの測定であり、実際の望遠鏡建設予定
地である山頂 (標高 5,670m)での条件とは異なる可能性もある。山頂での詳細な環境測定が望まれている。
そこで我々は、2006年春にチャナントール山頂へ調査用装置を移設し、山頂での気象/雲量調査をスタートさ
せた。機器運搬には我々が建設した山頂アクセス道路 (標高 5,000mから 5,670mまで、全長 5.7km) を用いた。ま
た、測定用機器としてはこれまで 5,000mで用いて来た機器に、低圧対策などの対策を施したものを用いた。調
査用機器ヘの電力は、山頂に設置した風力/太陽光発電機によって供給している。
本講演では、山頂での測定機器の詳細について報告し、設置時に得られたデータについても述べる。また、今
後の調査見通しについても報告を行う予定である。


